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Pellet Club JAPAN 月刊ニュース（2021 年 11 月号） 

 

発行元：ペレットクラブ 

                                             発行日：2021 年 11 月 30 日 

１．木質バイオマス関連情報                                              

 

■みんな電力（株）（東京）、2021 年 10 月 1 日付で商号を「（株）

UPDATER」（アップデーター）に変更。創業 10 年を迎え、電力

だけではなく事業多角化に取り組んでいることから、あらゆる

社会課題を解決するソーシャル・アップデート・カンパニーと

して再定義すべく、商号を変更することに。「みんな電力」は 10

月1日以降も電力事業におけるサービス名称として引き続き使

用する【みんな電力（株）：2021/10/01】 

https://minden.co.jp/news/2021/10/01/5137 

 

■（株）エンビプロ・ホールディングス（静岡）、子会社の（株）

エコネコル（静岡）がバイオマス燃料の製造・販売を手がける

富士見 BMS（株）（静岡）の全株式を堆肥卸売業の富士見工業

（株）（静岡市）から取得し、子会社化すると発表。これにより

富士見 BMS はエンビプロ・ホールディングスの孫会社となる。

株式譲渡は富士見工業から申入れがあったもので、協議を重ね

た結果 10 月 25 日に株式譲渡契約を締結。富士見 BMS は木く

ずを破砕し製紙原料、バイオマス燃料等となる木質チップを製

造販売しており、エコネコルは主要事業エリアである静岡県東

方地区を中心とした廃棄物の取扱量増加だけでなく、主に取り

扱う金属・プラスチック等産業廃棄物のリサイクルに加え、木

くずの処理についても広く顧客にサービス提供できるように

なる。株式譲渡実行日は 2021 年 11 月 1 日、取得価額は非公

表【（株）エンビプロ・ホールディングス：2021/10/25】 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/56980/59fab2c2/9e2b/41eb/bdb0/7de

f3d92c959/140120211025415906.pdf 

 

■石炭灰、バイオマス灰等を吸着剤、抗菌剤等(CircuLite”サー

キュライト”)にリサイクルする技術を提供している AC Biode

（株） (京都)と（株）志恩 (東京)が、国内外で複数受注し、覚

書を 2 件締結したと発表。バイオマス灰に関するものでは、タ

イ Saha 財閥で同国電力大手 Sahacogen (Chonburi) Public 

Company Limited の 100%子会社である Sahacogen Green 

Company Limited (以下、「Sahacogen」)より、バイオマス発電所

から出る灰をフィルター、美容品・化粧品、土壌改質、水質改

善、ペイント、海洋油吸着等に活用される吸着剤、抗菌剤にリ

サイクルする技術の基礎調査を受注し、この度完了。他に日本

の複数大手メーカー、大手商社等からは CircuLite サンプル供与

の契約を受注し、台湾客先の台湾工場からの CircuLite を供給し

各種テストを開始している。両社および Sahacogen は 3 年以内

に東南アジア初の発電所現場での灰のリサイクル工場を立ち

上げ、1 ラインあたり 5,000t/年の灰をリサイクルし、同量の

CircuLite を製造。タイ、日本等東アジアの各社に販売していく

予定【RBB TODAY：2021/10/25】 

https://www.rbbtoday.com/release/prtimes2-

today/20211025/672713.html 

 

■（株）ブルーキャピタルマネジメント（東京）及び子会社の

PKS 集荷･販売会社 PERIMA ENERGY RESOURCES SDN BHD.（マ

レーシア）、BLOSSOM BIO ENERGY SDN BHD.（マレーシア）が、

外部審査員の監査を経て「持続可能なパーム油のための円卓会

議（RSPO）」サプライチェーン認証を取得したと発表。日本の

バイオマス発電事業者が遵守すべき事項「事業計画策定ガイド

ライン（資源エネルギー庁）」では主産物・副産物（PKS）に関

わらず、第三者認証の調達基準を満たし持続可能性を確保する

ことが必要と定められ、今後は副産物も含めて第三者認証、持

続可能性が確保されたものだけが FIT の対象となる。同社およ

びグループでは、2020 年 10 月より RSPO に加盟し持続可能性

に配慮して生産された PKS の調達に向け準備を進めてきてい

た【（株）ブルーキャピタルマネジメント：2021/10/26】 

https://www.bcm-co.jp/news.php?year=2021#no-103 

 

■北陸 3 県最大の敦賀グリーンパワー発電所（発電出力：

37,000kW）を運営する敦賀グリーンパワー（株）（福井）、燃料

の木質チップに国産材を積極利用へ。同発電所の使用燃料は木

質チップ（約 20 万 t/年）および PKS（約 6 万 t/年）。オース

トラリアなどからの輸入材でまかなってきたが、今年 2 月に同

社の株式 50％を取得している中部電力（株）（愛知）との連携

https://minden.co.jp/news/2021/10/01/5137
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/56980/59fab2c2/9e2b/41eb/bdb0/7def3d92c959/140120211025415906.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/56980/59fab2c2/9e2b/41eb/bdb0/7def3d92c959/140120211025415906.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/56980/59fab2c2/9e2b/41eb/bdb0/7def3d92c959/140120211025415906.pdf
https://www.rbbtoday.com/release/prtimes2-today/20211025/672713.html
https://www.rbbtoday.com/release/prtimes2-today/20211025/672713.html
https://www.bcm-co.jp/news.php?year=2021#no-103
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で北陸や岐阜から調達のメドが立った。敦賀グリーンパワーは

5 年後をメドに燃料の木質チップの 20%を国産材に切り替える。

国産木材の間伐材や端材の活用比率を増やし、林業振興など地

域活性化に貢献したい考え【日本経済新聞：2021/10/26、中

部電力（株）：2021/02/12】 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC254J60V21C21A00

00000/ 

https://www.chuden.co.jp/publicity/press/1203912_3273.html 

 

■世界気象機関（WMO）等が、大気中の CO2濃度が 2020 年に

過去最高を更新したと発表（10 月 25 日）。2020 年の CO2濃度

は約 413.2PPM（PPM は 1/100 万）で、19 年からは 2.5PPM 増。

増加幅は過去 10 年の年平均である 2.4PPM を上回り、産業革

命前の 49%増の水準に達した。他に温暖化効果をもたらすメタ

ンと亜酸化窒素の濃度も高まった。新型コロナウイルス禍によ

る経済の停滞で化石燃料由来の CO2 排出量は 2019 年比約 6%

減だったが、森林などが自然に吸収する量を依然上回っていた

もよう【日本経済新聞：2021/10/26】 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGR25D1M0V21C21A00

00000/ 

 

■植物由来の燃料を使うバイオマス発電に暗雲。国は再生可能

エネルギーの一つに認めて後押ししているが、欧州や米国の一

部では認定しない例も出ている。森林を切り開いて発電の燃料

となる植物の農園をつくれば、CO2 の吸収が減るとの指摘もあ

る。国内でも議論が出始めており、認定を巡る状況が一変する

可能性も【日本経済新聞：2021/10/28】 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA083TO0Y1A900C20

00000/ 

 

■三井住友海上火災保険（株）（東京）、2040 年度カーボンニュ

ートラル達成に向けた取組みとして、グループ各社が入居する

東京住友ツインビルディング西館（東京都中央区）に再生可能

エネルギーを導入。サミットエナジー（株）（東京）と（株）ま

ち未来製作所（神奈川）を通じ、福島県会津若松市にあるコス

モエコパワー（株）（東京）の風力発電所「会津若松ウィンドフ

ァーム」および山形県酒田市にあるサミット酒田パワー（株）

（山形）のバイオマス発電所の FIT 電気を導入。風力発電とバ

イオマス発電を組み合わせることで再エネを安定的に調達す

ることを可能にしている。さらにサミットエナジーが山形県酒

田市のバイオマス発電所によるトラッキング付 FIT 非化石証書

を使用することで、全て「RE100」に適合するものとなり、同

ビルの電力使用に伴う CO2排出はゼロとなる見込み【三井住友

海上火災保険（株）：2021/10/29】 

https://www.ms-ins.com/news/fy2021/pdf/1029_1.pdf 

 

■ベントレーの新型 PHV、バイオ燃料と再生可能エネルギーで

アイスランドの 733km を横断。今回の挑戦は、2022 年に発売

予定のフライングスパー・ハイブリッドのグランドツーリング

性能と、エンジンに手を加えることなく使用できるバイオ燃料

の進化を証明するのが狙い。今回使用されたのは、100％再生

可能な第二世代のバイオ燃料で、ベントレーの再生可能燃料研

究を支援しているコリトン・アドバンスト・フューエル社（イ

ギリス）によって開発されたもの。「EN228」規格に準拠しつつ、

食料生産や自然の生態系に負担をかけることのない廃棄物で

あるバイオマス（藁）から作られた。この燃料と、アイスラン

ド滞在中スヴァルツェンギ地熱発電所の電力で充電されたフ

ライングスパー・ハイブリッドの電動パワートレインを組み合

わせたことにより、アイスランドの 733km 横断中の CO2 排出

量を 45％削減【Response：2021/11/01】 

https://response.jp/article/2021/11/01/350908.html 

 

■中国電力（株）（広島）、廃棄物の堆肥化装置や脱臭装置を製

造・販売する（株）ミライエ（島根）に出資したことを公表。

同社の装置は島根県や鳥取県の研究機関等の基礎研究をもと

に独自に開発。従来の装置に比べ低コストかつ維持管理が容易

であることに加え，運転時の消費電力が少ないといった特長を

有しており，廃棄物の堆肥化や脱臭プロセスの省エネルギーや

CO2 の排出削減につながる。さらに堆肥化装置や脱臭装置の開

発で培った技術を活用し，小規模バイオマス発電所の排熱を熱

源として、燃料となる未利用木材等の廃棄物を乾燥させ、含水

率を低下させる装置の実用化も進めている。今後は中国電力グ

ループとの連携についても検討していく予定【中国電力（株）：

2021/11/01】 

https://www.energia.co.jp/press/2021/13524.html 

 

■福井県大野市役所のまきストーブ稼働。１階待合席に設置さ

れた２基に 11 月 1 日に火が入った。ストーブの管理は同市の

福祉施設「希望園」が行う。まきは九頭竜森林組合が伐採した

スギの間伐材を使用。市役所のまき保管庫に積み上がったまき

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC254J60V21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC254J60V21C21A0000000/
https://www.chuden.co.jp/publicity/press/1203912_3273.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGR25D1M0V21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGR25D1M0V21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA083TO0Y1A900C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA083TO0Y1A900C2000000/
https://www.ms-ins.com/news/fy2021/pdf/1029_1.pdf
https://response.jp/article/2021/11/01/350908.html
https://www.energia.co.jp/press/2021/13524.html
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を、同施設の職員と利用者がストーブにくべ、火を付けた。ス

トーブは来年 3 月末まで稼働【福井新聞：2021/11/03】 

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/1432961 

 

■COP26 で「化石賞」を日本がまた受賞。化石賞は、環境 NGO

でつくる「気候行動ネットワーク」（CAN）が温暖化など地球環

境対策に後ろ向きと認められた国に贈る、不名誉な賞。岸田首

相の演説で日本は 2019 年の COP25 に続き、2 回連続の受賞

に。11 月 2 日に発表された化石賞の 1 位はノルウェー、2 位

が日本、3 位はオーストラリアだった。CAN の発表によると、

受賞理由は「岸田文雄首相の演説で、日本だけでなくアジア全

体で、化石燃料と同様に水素とアンモニアを燃料としてゼロ・

エミッション化を推し進める」と表明したことと説明。岸田首

相はアジアなどの脱炭素化支援のため、今後 5 年間で最大 100

億ドルの途上国への追加支援などを表明したが、首相が意味す

る「支援」は、日本が石炭火力を使い続ける理由にもなると報

じられている【ハフポスト日本版編集部：2021/11/03】 

https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_6181d8b5e4b0c8

666bd51e67 

 

■東邦ガス（株）(愛知)、11 月 3 日から埼玉県深谷市において

「深谷バイオマス発電所」の営業運転を開始。バイオディーゼ

ルを燃料とし、発電出力は 1,990kW、年間発電量は約 1,600 万

kWh(一般家庭約 5,000 世帯の年間電力量に相当)。同社が初め

て営業運転するバイオマス発電所となる【東邦ガス（株）：

2021/11/04、中部経済新聞：2021/11/05】 

https://www.tohogas.co.jp/corporate-

n/press/1225824_1342.html 

https://www.chukei-

news.co.jp/news/2021/11/05/OK0002111050201_03/ 

 

■イーレックス（株）（東京）、「石炭火力のバイオマス化への意

義－イーレックスのバイオマス燃料・発電事業に関して－」を

プレスリリース。同社がベトナム国において取り組むニューソ

ルガムの「バイオマス燃料の開発」と「非効率石炭火力でのバ

イオマス燃料混焼・専焼」について、現状を報告【イーレック

ス（株）：2021/11/05】 

https://www.erex.co.jp/news/pressrelease/1710/ 

 

 

■（一社）低炭素投資促進機構（東京）、10 月 4 日に決定され

たバイオマス第 4 回入札（令和 3 年度）の結果について公表。

入札の対象設備は出力 10,000kW 以上の一般木材等バイオマス

によるバイオマス発電設備とバイオマス液体燃料によるバイ

オマス発電設備。入札量（募集容量）は 120MW（120,000kW）。

入札参加資格の審査のために提出された事業計画数の合計は 3

件、入札件数の合計は 2 件。そのうち落札されたのは王子グリ

ーンエナジー江別（株）（北海道）。落札された再生可能エネル

ギー発電設備の出力の合計は 74,950kW、落札された設備の入

札対象区分となるバイオマス燃料比率（68.159％）考慮後出力

の合計は 51,085.2kW、落札価格（入札は非公表により実施）は

18.50 円/kWh だった【（一社）低炭素投資促進機構：

2021/11/05】 

https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b

8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5

%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%

81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%8

4%e3%81%a6%e3%80%8d/ 

 

■三重県尾鷲市の中部電力尾鷲三田火力発電所の廃止（2018

年）に伴う跡地活用に取り組む尾鷲商工会議所が、県や三重大

の協力を得て、同市天満浦の県水産研究所でバナメイエビ（ク

ルマエビ科）の陸上養殖試験を実施。冷凍流通が主流のバナメ

イエビを「生」で提供できるかなどについて、県内外の飲食業

や小売業者に向けたマーケティング調査や試食会も行った。火

発跡地では、中部電が間伐材を活用した木質バイオマス発電事

業を計画。この廃熱を活用して水温管理ができれば、安定した

養殖の可能性も広がり、跡地への企業誘致も期待できる。尾鷲

の新たな水産資源として事業化し、新ブランドにできるよう事

業化を目指す【毎日新聞：2021/11/07】 

https://mainichi.jp/articles/20211107/k00/00m/020/047000

c 

 

■北陸電力（株）（富山）と南砺市、となみ衛星通信テレビ（株）

（富山）等市内企業や個人の計 20 者が出資し、エネルギーの

地産地消を進める地域新電力会社「なんとエナジー」を設立。

2022 年度から北電や市内の太陽光、小水力発電などから調達

した電気を市の公共施設に販売し、一般家庭にも拡大する。電

力の安定供給に向けた小水力やバイオマス、太陽光の各発電設

備の開発、電気自動車（EV）の普及のほか、一部の売り上げを

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/1432961
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_6181d8b5e4b0c8666bd51e67
https://www.huffingtonpost.jp/entry/story_jp_6181d8b5e4b0c8666bd51e67
https://www.tohogas.co.jp/corporate-n/press/1225824_1342.html
https://www.tohogas.co.jp/corporate-n/press/1225824_1342.html
https://www.chukei-news.co.jp/news/2021/11/05/OK0002111050201_03/
https://www.chukei-news.co.jp/news/2021/11/05/OK0002111050201_03/
https://www.erex.co.jp/news/pressrelease/1710/
https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%8d/
https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%8d/
https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%8d/
https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%8d/
https://www.teitanso.or.jp/news/%e3%80%8c%e9%99%b8%e4%b8%8a%e9%a2%a8%e5%8a%9b%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%85%a5%e6%9c%ad%e4%bb%a4%e5%92%8c3%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%81%ae%e7%b5%90%e6%9e%9c%e3%81%ab%e3%81%a4%e3%81%84%e3%81%a6%e3%80%8d/
https://mainichi.jp/articles/20211107/k00/00m/020/047000c
https://mainichi.jp/articles/20211107/k00/00m/020/047000c
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南砺幸せ未来基金に寄付し、地域課題の解決も支える.。資本金

は 5,000 万円で、北電が 34％、南砺市が 10％出資。北電と自

治体が小売電気事業者に出資するのは北陸初。2023 年度の黒

字化、2026 年度の売り上げ 6 億円を目指す【中日新聞：

2021/11/07】 

https://www.chunichi.co.jp/amp/article/361264 

 

■清水建設（株）（東京）と、トヨタ ユー・グループとの共同

出資によって設立した信州ウッドパワー（株）（長野）、信州ウ

ッドチップ（株）（長野）の 3 社が第 9 回プラチナ大賞「優秀

賞・森林資源循環活用賞」を受賞。プラチナ構想ネットワーク

（東京）とプラチナ大賞運営委員会（同）は、10 月 21 日に同

賞の最終審査発表会・表彰式を実施。プラチナ大賞はイノベー

ションによる新産業の創出やアイデアあふれる方策によって

地域の課題を解決し、プラチナ社会（＝同団体が「日本が目指

すべき社会」として定義）の目指す社会の姿を体現、または実

現しようとしている取り組みを表彰するもの。清水建設らは

「日本の森林資源循環と地域活性化を実現する 2MW 地域密着

型バイオマス発電の事業化」で受賞。信州ウッドパワー・信州

ウッドチップは長野県東信地域で発生する間伐材由来やマツ

クイムシ被害材を含む未利用材を燃料とし、最新の ICT 技術を

活用したバイオマス発電事業を昨年から実施している【清水建

設（株）：2021/11/08】 

https://www.shimz.co.jp/information/others/20211101.html 

 

■大成建設（株）（東京）ら、バイオマス発電所で発生した CO2

を輸送・貯留する技術の検討を開始。同社は（一財）石炭フロ

ンティア機構（東京）を代表とする国内の 13 機関と共同で、

環境省の公募事業「環境配慮型 CCUS 一貫実証拠点・サプライ

チェーン構築事業委託業務（輸送・貯留等技術実証）」に応募。

2021 年 8 月に採択され、2021 年度から 2025 年度の 5 年間実

施する。同事業では、商用規模のバイオマス発電所で発生する

排ガスから分離・回収された CO2 を液化・圧縮後に、CO2 輸送

船で貯留地まで運搬し、海底下の地下深部に貯留する実証試験

に向けた検討を行う。大成建設は今回の事業で、発電所や工場

などから回収された CO2を船舶にて輸送するための出荷・港湾

設備についての検討と、研究開発を推進している「CO2 地中貯

留シミュレーション技術」を用いて、貯留候補地の CO2貯留可

能量や地下深部に圧入後のCO2挙動などに関する評価を担当す

る【BUILT：2021/11/09、大成建設（株）；2021/09/30】 

https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2111/09/news013.html 

https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210930_8503.html 

 

■（株）タクマ（兵庫）、（株）熊本クリーンエナジー（熊本）

より 2MW 級バイオマス発電プラントを受注。熊本クリーンエ

ナジーは、総合解体業および廃棄物処理業の他、廃木材を収集

し、バイオマス燃料や紙・ボード用原料としてチップ化するリ

サイクル事業を手掛ける（有）熊本クリーンサービス（熊本）

により設立されたバイオマス発電事業会社。バイオマス発電事

業への参入は今回初。同発電所は、主に熊本県内や近隣の山林

から搬出される林地残材、間伐材等の未利用材などを木質チッ

プにし、1,990kW の発電を行う。発電した電気は FIT を活用し

電気事業者へ販売される計画。完成予定は 2023 年秋【（株）タ

クマ：2021/11/09】 

https://www.takuma.co.jp/news/2021/20211109.html 

 

■（株）ペッパーフードサービス（東京）、（株）UPDATER（旧：

みんな電力〔株〕）を通じて、同社系列ステーキ店「いきなり！

ステーキ」の一部店舗で使用する電力を 100％再生可能エネル

ギーへ。電力の供給元は（株）⼤栄⼯業（三重）の「バイオガ

スパワープラント伊賀」(三重、発電出力：506 kW)、（株）BPS

⼤東（大阪）の「BPS⼤東⿓間発電所」(⼤阪、発電出力：5,750kW)、

大阪市らが運営する「消化ガス発電所」(大阪市）の 3 カ所で、

いずれもバイオマス発電【（株）ペッパーフードサービス：

2021/11/09、リム情報開発（株）：2021/11/11】 

https://www.pepper-

fs.co.jp/_img/news/pdf/2021/20211109.pdf 

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/rre/1699992.html 

 

■ゴールドマン・サックス証券（USA）、バイオマス発電所向け

に環境債を発行。 発行総額は 56 億 6,000 万円で、資金は発電

所の建設に充てる。 米政府はバイオマスを太陽光に次ぐ再生

可能エネルギーの柱に位置づけており、普及に向けた取り組み

を資金面から支援する【日本経済新聞：2021/11/10】 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB0279J0S1A101C20

00000/ 

 

■愛知県半田市、「半田市バイオマス産業都市構想」の実現に向

けた中心施設であるバイオガス発電施設「ビオぐるファクトリ

ーHANDA」が運転開始したと発表。同施設では、半田市内の牛

https://www.chunichi.co.jp/amp/article/361264
https://www.shimz.co.jp/information/others/20211101.html
https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2111/09/news013.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2021/210930_8503.html
https://www.takuma.co.jp/news/2021/20211109.html
https://www.pepper-fs.co.jp/_img/news/pdf/2021/20211109.pdf
https://www.pepper-fs.co.jp/_img/news/pdf/2021/20211109.pdf
https://www.rim-intelligence.co.jp/news/rre/1699992.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB0279J0S1A101C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB0279J0S1A101C2000000/
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ふん尿(液体)と半田市及びその周辺地域の厨芥類や廃食品・廃

飲料などの有機物等を原料にメタン発酵を行い、そこから発生

するバイオガスによる発電、排熱、排ガス（CO2）および消化液

(バイオ液肥)を地域に供給する。高温・中温メタン発酵を備え

多様な原料に対応が可能であることと、コーヒー粕を受け入れ

る為の専用設備を配備していることが施設の大きな特徴。事業

主体は（株）ビオクラシックス半田（愛知）で、水 ing（株）（東

京）のグループ会社である水 ing エンジニアリング（株）（東京）

がバイオガス発電施設・プラント設備工事を受注。10 月 1 日

に完工したことを発表している。同施設の発電規模は 800kW、

処理能力は 100t/日。運用開始後は発電を行う際に発生する排

熱、排ガス（CO2）を熱源、植物育成促進用として隣接するトマ

トなどの植物工場へ供給するトリジェネバイオガス発電に取

り組む計画【中部経済新聞：2021/11/11、水 ing（株）：

2021/10/01、（株）ビオクラシックス半田】 

https://www.chukei-

news.co.jp/news/2021/11/11/OK0002111110401_03/ 

https://www.swing-w.com/news/release/20211001.html 

https://biokurasix.jp/ 

 

■エクシオグループ（株）(東京)、国内市場においてグリーン

ボンド（第１回無担保普通社債）を発行予定であると公表。同

社グループは今年 5 月発表の「2030 ビジョン」で、めざす社

会の1つとして「カーボンニュートラルな社会」を掲げている。

環境破壊・気候変動の課題に対しては各種バイオマス事業なら

びにメガソーラー建設事業にも注力しており、グリーンボンド

の調達資金の使途は木質バイオマス発電所建設、木質バイオマ

スガス化発電の技術開発と木質バイオマスガス化発電所建設

資金ならびに太陽光発電他社設備資金に全額充当する。既に

「栃木県足利市における木質バイオマス発電所建設」と「福島

県古殿町における木質バイオマスガス化発電所建設に向けた

実証試験」の二件を資金充当先として予定。グリーンボンドは

発行年限が 5 年、発行額は 100 億円、発行時期は 2021 年 12

月の予定【エクシオグループ：2021/11/10】 

https://www.exeo.co.jp/news/4414.html 

 

■エクシオグループ（株）(東京)と（株）あしかがエコパワー

（栃木）が、栃木県足利市山下町において木質バイオマス発電

所建設に着手。栃木県近隣の林業関係者及びチップ会社の協力

のもと、約 85,000t/年の未利用材、一般木材、剪定枝を原料と

する木質チップを栃木県周辺で集め、7,000kW のバイオマス発

電施設を運営する。想定年間発電量は約 5,544 万 kWh（一般家

庭 15,000 世帯の年間使用電力量に相当）、CO2削減量は 24,000

ｔ/年。三菱重工パワーインダストリー（株）（神奈川）の木質

バイオマス発電設備を採用。商業運転開始は 2024 年 3 月の予

定【エクシオグループ（株）：2021/11/10】 

https://www.exeo.co.jp/news/4408.html 

 

■エクシオグループ（株）（東京）、福島県古殿町の旧論田小学

校（2011 年廃校）において木質バイオマスガス化発電所建設

に向けた実証試験設備建設に着手し、2022 年 2 月より実証試

験運転開始へ。この実証試験により所定の性能確認ができれば、

木質バイオマスガス化発電所の建設に引き続き移行する計画。

最終的に建設する発電所は古殿町及び町内・近隣の林業関係者

の協力のもと、約 20,000t/年の森林未利用材を原料とする杉チ

ップを古殿町周辺で集め、1,980kW の発電施設（熱は約 3,600 

kW）として運営する。想定年間発電量は約 1,425 万 kWh（一般

家庭 3,800 世帯の年間使用電力量に相当）、CO2 削減量は

6,500t/年。プラントのシステムは発電効率約 30％、総合エネ

ルギー効率約 85％以上と高く、ドイツ・オランダ・スイスに安

定稼働の実績のある ReGaWatt GmbH 社（ドイツ）のガス化発

電設備を導入。 2004 年から同社と業務提携している

POLYTECHNIK Luft- und Feuerungstechnik GmbH 社（オーストリ

ア）と共同で 2 基建設する。商業運転開始は 2024 年 3 月の予

定【エクシオグループ（株）：2021/11/10】 

https://www.exeo.co.jp/news/4410.html 

 

■2022 年の自動車レース「スーパー耐久 ST-Q クラス」にバイ

オマス由来の合成燃料を使用したスバル BRZ、トヨタ GR 86 が

参戦へ。11 月 13 日、岡山県の岡山国際サーキットで開催され

ているスーパー耐久シリーズ 2021 Powered by Hankook 第 6 戦

『スーパー耐久レース in 岡山』の会場内でマツダ（株）（広島）、

トヨタ自動車（株）（愛知）、（株）SUBARU（東京）、ヤマハ発動

機（株）（静岡）、川崎重工業（株）（東京）の 5 社の社長が出席

し、カーボンニュートラル実現へ内燃機関活用のさらなる広が

りへ向けた取り組みを発表。発表資料によると、トヨタと

SUBARU はバイオマス由来の合成燃料、マツダは使用済み食用

油などを原料としたバイオディーゼル燃料を搭載した車両で

レースに参戦する。川崎重工業とヤマハ発動機は二輪車向けの

水素エンジンの共同研究の可能性について検討を開始。今後は

https://www.chukei-news.co.jp/news/2021/11/11/OK0002111110401_03/
https://www.chukei-news.co.jp/news/2021/11/11/OK0002111110401_03/
https://www.swing-w.com/news/release/20211001.html
https://biokurasix.jp/
https://www.exeo.co.jp/news/4414.html
https://www.exeo.co.jp/news/4408.html
https://www.exeo.co.jp/news/4410.html
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ホンダとスズキも加えた４社で二輪車の分野で内燃機関を活

用したカーボンニュートラル実現への可能性を探っていく予

定【auto sport、Bloomberg：2021/11/⒔】  

https://www.as-web.jp/domestic/759498?all 

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2021-11-

13/R2HMY6DWRGG401 

 

■（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構（神奈川、以下「JRTT」）

と（株）ユーグレナ（東京）、11 月 12 日に広島の宇品港にて、

観光型高速クルーザー「シースピカ」にユーグレナの次世代バ

イオディーゼル燃料「サステオ」を使用し試験航行を実施。サ

ステオは廃食油とユーグレナ（和名ミドリムシ）を原料とした

バイオディーゼル燃料で、通常のディーゼル燃料と同等の性能

を有することが認められている。今回の試験航行は、内航船舶

におけるバイオ燃料の利用可能性を探るため、通常使用してい

る燃料（軽油）の一部にバイオ燃料を加え、航行時の性能など

を検証する目的で実施。JRTT は円滑な航行ができたと考えて

いるといい、「今後、内航船舶へのバイオ燃料利用の可能性が高

まることが期待される」としている【 nifty ニュース：

2021/11/14】 

https://news.nifty.com/article/item/neta/12203-112557/ 

 

■東京都品川区、三菱鉛筆（株）（東京）、日本郵便（株）（東京）、

（株）サカタのタネ（神奈川）4 社協業の下、11 月 15 日から

品川区内の小学校・義務教育学校の 11 校と「鉛筆の資源循環

システム」の実証実験を開始。品川区内に本社のある三菱鉛筆

が、国産ヒノキを使った鉛筆の後端部分に芯が入っていない鉛

筆「フォレストサポーター鉛筆」を、回収し、肥料としてリサ

イクルをすることを目的として新たに開発。参加校の児童 1 人

につき「フォレストサポーター鉛筆」を 5 本提供し、使い終え

たものを各校と品川郵便局に設置した回収箱「ペンシルポスト」

で集め、日本郵便の配達車両を活用して運搬。回収した鉛筆は

サカタのタネが棒状肥料に再生し、学校に還元する。合わせて

従来の鉛筆も同時に回収し、バイオマス発電に再利用する。こ

の取り組みによりごみ減量に資すると共に、「学ぶ」時に初めて

手にする鉛筆で児童に「資源循環」を体験・実感してもらうの

が狙い。今月より準備が整った学校から開始する【JIJI.COM：

2021/11/15】 

https://www.jiji.com/jc/article?k=000000012.000087362&g=

prt 

 

■英国グラスゴーで 10 月 31 日から始まった国連気候変動枠

組条約第 26 回締約国会合（COP26）、京都議定書第 16 回締約

国会合（CMP16）、パリ協定第 3 回締約国会合（CMA3）、科学

上及び技術上の助言に関する補助機関（SBSTA）及び実施に関

する補助機関（SBI）第 52～55 回会合が、11 月⒔日に閉幕。2

週間にわたる交渉の結果、COP24 からの継続議題となっていた

パリ協定 6 条（市場メカニズム）の実施指針、第 13 条（透明

性枠組み）の報告様式、NDC 実施の共通の期間（共通時間枠）

等の重要議題で合意に至り、パリルールブックが完成。11 月 2

日開催の世界リーダーズ・サミットでは 130 か国以上の首脳に

よるスピーチが行われ、今後の世界的な気候変動対策の推進に

向け各国の取組を表明。この一環として英国が首脳級の「森林・

土地利用イベント」を開催し、英国ジョンソン首相が 2030 年

までに森林減少を食い止め、森林の再生に取り組む目標を掲げ

た「森林・土地利用に関するグラスゴー・リーダーズ宣言」に

100 ヶ国以上が参加したことを紹介（11 月 12 日時点で 141 ヶ

国が署名）。日本や米国、中国のほか、アマゾンの違法伐採が問

題になっているブラジルや、パーム油の生産のために熱帯雨林

が減っているインドネシアなども署名。英政府によると、世界

の約 85%の森林をカバーするという。また日本はその実現に向

けた「グローバル森林資金プレッジ」に参加し、約 2.4 億ドル

のコミットメントを行ったほか、「コンゴ盆地森林支援共同声

明」、「森林・農業・コモディティ貿易（FACT）対話」にも参加

【外務省：2021/11/16、農水省：2021/11/15、朝日新聞：

2021/11/03】 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/page24_001540.html 

https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/b_kankyo/211115.html 

https://www.asahi.com/articles/ASPC3438RPC2ULBJ013.html 

 

 

２．ペレット関連情報                                                 

 

■出光興産（株）（東京）、ブラックペレットの大型商業プラン

トを世界で日本企業として初めてベトナム・ビンディン省に建

設へ。石炭火力発電所の脱炭素につながるとして、日本の発電

事業者に向けて売り込む。商品名は「出光グリーンエナジーペ

https://www.as-web.jp/domestic/759498?all
https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2021-11-13/R2HMY6DWRGG401
https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2021-11-13/R2HMY6DWRGG401
https://news.nifty.com/article/item/neta/12203-112557/
https://www.jiji.com/jc/article?k=000000012.000087362&g=prt
https://www.jiji.com/jc/article?k=000000012.000087362&g=prt
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/page24_001540.html
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/b_kankyo/211115.html
https://www.asahi.com/articles/ASPC3438RPC2ULBJ013.html


7 

 

レット TM」。発熱量が 4,300k～5,500kcal/kg と大きく、木質チ

ップの 1,600k～2,800kcal/kg、ホワイトペレットの 3,600k～

4,000kcal/kg と比べて燃焼時のボイラ効率を向上できるうえ

に、粉砕しやすく耐水性も高い。出光興産はベトナムの既存木

質ペレットの製造会社へ出資し、新会社「Idemitsu Green Energy 

Vietnam Limited Company」を設立（出光持分 90%）。既存の木質

ペレット製造工場の敷地内に新プラントを建設する。ペレット

の原料には主にアカシアの端材や製材残渣を使用。生産能力は

12 万 t/年。出光は現在 2,000 万 t/年規模の石炭を取り扱って

いる。既に日本国内の八つの発電所や工場などにサンプル提供

し、既存設備を改修することなく、最大 35％混焼できることを

確認。設備の一部を手直しするだけで専焼への切り替えも可能

としている。新プラントは 2022 年上期に稼働開始し、2030 年

までに 200 万/t の供給体制構築および 500 憶円/年の売上高

を目指す。2030 年までの中間目標として「3 年以内に 30 万 t/

年」の供給体制構築を目指し、今後はベトナムに続いてマレー

シア・インドネシアでの生産プロジェクトも進めていく予定。

マレーシアでは既に欧州のベンチャー企業と共同で、これまで

未活用だったパームヤシ果実房を原料にブラックペレットを

製造する計画を進めており、2022 年後半の商業化を目指して

いる【出光興産（株）、日本経済新聞、日経 XTECH：2021/10/21、

電波新聞：2021/10/26】 

https://www.idemitsu.com/jp/news/2021/211021.html 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC2169K0R21C21A00

00000/ 

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/11478/ 

https://dempa-digital.com/article/244133 

 

■四国電力（株）（香川）、（株）安藤・間（東京、以下「安藤ハ

ザマ」）、東京ガス100％出資子会社のプロミネットパワー（株）

（東京）、イーレックス（株）（東京）、新光電装（株）（香川）、

（株）坂出郵船組（香川）の 6 社共同で、香川県坂出市におい

て木質バイオマス発電事業実施へ。同事業は、坂出市林田町の

港湾地区約 4.4 万㎡の敷地に国内最大級となる出力約 7 万

5,000 kW のバイオマス発電所を建設し、輸入木質ペレット（約

32 万 t/年）を燃料に発電するもの。これまでイーレックスと

新光電装が主体となって開発を進めてきたが他 4 社が参画し、

事業主体となる「坂出バイオマスパワー合同会社」を設立。出

資比率は四国電力：36％、安藤ハザマ：20%、プロミネットパ

ワー：15%、イーレックス：14%、 新光電装：10%、坂出郵船

組：5%。発電所名は「坂出バイオマス発電所」。建設工事は住友

重機械工業（株）が土建工事含め一括請負契約にて受注し、同

社グループの「循環流動層（CFB）ボイラ」を採用。年間発電量

は一般家庭約 17 万世帯に相当する約 5.3 億 kWh を想定してお

り、発電した電気は全量、FIT を利用し四国電力送配電（株）

（香川）へ売電する。同発電所の環境影響評価書の縦覧は 10 月

15 日～11 月 15 日まで香川県庁や坂出市役所、イーレックス

本社で実施。2022 年 11 月に着工し、2025 年 6 月営業運転開

始予定【四国電力（株）：2021/10/22、住友重機械工業（株）：

2021/11/01、イーレックス（株）：2021/10/⒖】 

https://www.yonden.co.jp/press/2021/__icsFiles/afieldfile/202

1/10/22/pr007_1.pdf 

https://www.shi.co.jp/info/2021/6kgpsq000000lfmx.html 

https://www.erex.co.jp/news/information/1456/ 

 

■北海道中川郡池田町で NPO 法人「池産池消自然エネ研修所」

が木質ペレット工房の地鎮祭（10 月 17 日）。同研修所は、池

田町昭栄地区の農業者を中心に 17 人で組織。町内の林地未利

用材の活用や地域循環システムの構築を視野に活動している。

ペレット工房の建設予定地は池田町昭栄249、木造平屋建てで、

床面積は 31 ㎡。2022 年 5 月の完成を目指す【十勝毎日新聞：

2021/10/24】 

https://kachimai.jp/article/index.php?no=545153 

 

■NHK 室蘭放送局、ペレット窯で焼き上げる「胆振スペシャル

ピザ」のリポートを放送。北海道苫小牧市に今年 7 月にオープ

ンした「ピッツェリアポポラーレ」を紹介。同店では地元胆振

産の知られざる食材を使い、ペレット窯で焼き上げたピザを提

供している。ペレット窯は 600 度という高温で焼き上げること

が出来、短い焼き時間なので生地の水分が飛びすぎず、ふんわ

りとした食感に仕上がる。また木の香りが生地に移ることで、

香りが良くなるとのこと【NHK：2021/10/27】 

https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n5b6217f4dae5 

 

■Enviva（USA、以下「エンビバ」）、GreenGasUSA Holdings, LLC

（同）と再生可能天然ガス(RNG)供給に関する 10 年間の長期売

買契約を締結。エンビバは全米 10 か所にペレット製造工場を

持ち、合計で 620 万 t/年の製造能力を保有。製造したペレット

の大部分を長期テイク・オア・ペイ契約に基づき、日本を含む

海外の顧客に輸出している。今回エンビバは、サウスカロライ

https://www.idemitsu.com/jp/news/2021/211021.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC2169K0R21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC2169K0R21C21A0000000/
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/18/11478/
https://dempa-digital.com/article/244133
https://www.yonden.co.jp/press/2021/__icsFiles/afieldfile/2021/10/22/pr007_1.pdf
https://www.yonden.co.jp/press/2021/__icsFiles/afieldfile/2021/10/22/pr007_1.pdf
https://www.shi.co.jp/info/2021/6kgpsq000000lfmx.html
https://www.erex.co.jp/news/information/1456/
https://kachimai.jp/article/index.php?no=545153
https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n5b6217f4dae5
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ナ州郊外にある食品加工工場において、大気に直接放出されて

いるメタンを回収し、RNG に変換するための装置を設置する

GreenGasUSA による単独プロジェクトの立ち上げに協力する。

GreenGasUSA は、契約の一環として回収した RNG をエンビバ

のハムレット工場へ直送することが決まっており、2022 年の

第3四半期には同工場の業界最先端を誇る排出ガス制御装置に

化石由来の天然ガスの代替としてこの RNG が使用されるよう

になる。今回の長期売買契約によるメタンの回収と排出ガスの

除去により、10 年間の契約期間中、エンビバの全製造事業にお

ける直接排出量は年間約 75％相殺できる見込み【PR TIMES：

2021/10/27】 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000072343.ht

ml 

 

■JFE エンジニアリング（株）（東京、以下「JFE エンジ」）ら

が愛知県田原市において国内最大級となる 112,000kW の木質

バイオマス専焼発電所の事業化を決定。中部電力（株）（愛知）、

東邦ガス（株）（愛知）および東京センチュリー（株）（東京）

が、昨年 12 月に JFE エンジが設立した「田原バイオマスパワ

ー合同会社」（神奈川）に出資することに合意し事業化を決定。

出資比率は JFE エンジと中部電力が各 40％、東邦ガス、東京

センチュリーが各 10％。発電所は田原市緑が浜の三河湾に面

したエリア（約 6 万 5,000 ㎡）に建設。燃料は木質ペレットで

ベトナム、米国から調達する予定。想定年間発電電力量は約 7.7

億 kWh（一般家庭約 25 万世帯分に相当）。発電した電力は FIT

を活用して全量中部電力パワーグリッド（株）（愛知）に売電す

る。田原バイオマスパワーは 10 月 27 日、（株）みずほ銀行（東

京）と（株）日本政策投資銀行（東京）をアレンジャーとする

プロジェクトファイナンスによる融資契約を締結。事業の中で

中部電力は燃料調達、JFE エンジは発電所建設の施工管理や運

転開始後の運営業務、東邦ガスは燃料受け入れの調整と管理、

東京センチュリーは経理・財務をそれぞれ担う。本工事開始は

2022 年 6 月、運転開始は 2025 年 9 月の予定【JFE エンジニ

アリング（株）：2021/10/27、電気新聞：2021/11/02】 

https://www.jfe-eng.co.jp/news/2021/20211027.html 

https://www.denkishimbun.com/sp/159694 

 

■NEDO、「木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利

用システム構築支援事業」に係る実施体制を決定し、公表。同

事業は今年 6 月 29 日～7 月 29 日まで 3 つの研究開発項目に

ついて公募を実施していたもの。研究開発項目の「１. 新たな

燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利用可能とする“エネ

ルギーの森”実証事業（事業期間：2021 年度～2024 年度）」

は坂井森林組合（福井）、（株）エコグリーンホールディングス

（東京）等に決定。「2. 木質バイオマス燃料（チップ、ペレッ

ト）の安定的・効率的な製造・輸送等システムの構築に向けた

実証事業（同：2021 年度～2023 年度）」は（一社）徳島地域

エネルギー（徳島）に、「3. 木質バイオマス燃料（チップ、ペ

レット）の品質規格の策定委託事業（同：2021 年度～2022 年

度）」は（一社）日本木質バイオマスエネルギー協会（東京）に

決定【NEDO：2021/11/01】 

https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100321.html 

 

■木質ペレット燃料、国産普及で温暖化防げ。（一社）日本木質

ペレット協会（東京）によると、2001 年に 3 カ所だった国内

の木質ペレット製造事業所は 2020 年には 140 カ所に拡大。年

間の生産量もこの間に 2,300t から 15万 t に増えた。しかし FIT

制度ができたことでペレットの需要が増加し、海外産ペレット

の輸入が急増。同協会によると 2012 年に 7 万 2,000t 弱だった

輸入量は 2020 年には 202 万 7,700t と、8 年で 28 倍という驚

異的な伸びを見せる。当初はカナダ産が多かったが、今はベト

ナム産が過半を占める。経産省の委託を受けて民間調査会社が

試算したところ、国内の残材でペレットを作るよりもベトナム

からの輸送では 64％、カナダからでは 67％、CO２の排出量が

それぞれ増える。輸送時の CO２の排出が影響している。ペレッ

トを燃やす木質バイオガス発電は、国内の残材などの未利用木

材資源を有効に活用し、地球温暖化につながる化石燃料を使わ

ないところに意義がある。輸送船で石油燃料を燃やしながら、

はるばると日本まで運んでくるようでは、本来の狙いに沿って

いるとは言い難い。国内ペレット製造工場の稼働率を上げ、生

産性を高めるには、国産の需要を喚起し、優先的な利用を促す

誘導策が必要であり、家庭などの電力利用者が国産で発電した

電力を積極的に選べるようにする施策も求められる【日本農業

新聞論説：2021/11/02】 

https://www.agrinews.co.jp/opinion/index/35511 

 

■バイオマス大手のエンビバ・パートナーズ（USA）が、2023

年から 10 年間、バイオジェットやバイオディーゼルの基材と

なる木質ペレットを 6 万 t/年、欧州向けに供給する契約を締

結。契約先は非公表。温室効果ガスの排出抑制につながるバイ

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000072343.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000072343.html
https://www.jfe-eng.co.jp/news/2021/20211027.html
https://www.denkishimbun.com/sp/159694
https://www.nedo.go.jp/koubo/FF3_100321.html
https://www.agrinews.co.jp/opinion/index/35511
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オジェットやバイオディーゼルの需要が今後世界的に急速に

高まる見通しから、同社は 120 万 t/年の生産体制を整える。同

社はこのほかドラックス社（イギリス）に対し 2022 年から 5

年間、毎年 20 万 t を供給するほか、日本商社に対しては 2024

年から 20 年間、毎年 19 万 t 供給する【リム情報開発（株）：

2021/11/04】 

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-

global/1699325.html 

 

■イーレックス（株）（東京）、サムスン物産（韓国）、以下「サ

ムスン」）と、国内外における非効率石炭火力発電へのバイオマ

ス燃料供給事業等に関する業務提携に向けた検討を開始する

覚書を締結。イーレックスは 2030 年にフェードアウトを余儀

なくされる非効率な石炭火力にバイオマス燃料を使用するこ

とで CO2 削減及び効率アップを実現させるとして、2025 年に

300～500 万 t/年、2030 年には 1,000 万 t/年のバイオマス燃

料を提供できる体制を整える計画を持つ。一方サムスンは韓国

においてバイオマス発電所及び火力発電所にバイオマス燃料

の供給を行っており、実績及び幅広い知見を持つ。（2020 年１

月１日運開した）豊前バイオマス発電所（福岡、定格出力：

74,950kW、使用燃料：PKS および木質ペレット）案件で、阪和・

丸紅とともに長期的燃料調達に協力しており、イーレックス社

との連携は深い。両社は今回の合意により、バイオマス燃料供

給事業のサービスの提供や新規プロジェクトの検討を相互の

同意の下で協議していく。2022 年に燃料開発を手掛ける新会

社を共同で設立する方針で、資本金や出資比率は今後詰める。

新会社は日本国内に設立する予定【イーレックス（株）：

2021/11/05、日本経済新聞：2021/11/03、OSR No.490：

2021/11/10】 

https://www.erex.co.jp/news/pressrelease/1711/ 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC29DDN0Z21C21A00

00000/ 

 

■沖縄県うるま市の南原小学校生徒が、中城バイオマス発電所

を見学。沖縄うるまニューエナジー（株）（沖縄）が運営する同

発電所は今年 7 月に運転を開始。PKS と木質ペレットを燃料と

し、発電出力は 49ＭＷ。5 年生の児童 58 人が参加。見学に先

立ち、まず発電所の職員が PKS 等を燃料にすることや環境にや

さしいバイオマス発電の仕組みなどを児童に説明。その後バイ

オマス発電所を訪れ、発電機やタービンなど施設を見学した

【琉球放送（株）：2021/11/11】 

https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9

%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3

%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%8

9%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%

96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/ 

 

■林野庁、「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」

11 月号を発行。財務省発表の貿易統計速報の結果も載せてお

り、それによると、2021 年 9 月の木質ペレット輸入量は、前

月比－6％、前年同月比＋69％の 23 万 t に。ベトナムからの輸

入が最も多く、次いでカナダ、マレーシアと続く。国別・前月

比で見ると、ベトナム（前年輸入量に占めるシェア 58％）が＋

0％であった一方、カナダ（同 29％）が－9％。前年同月比で見

ると、ベトナムが＋24％、カナダが＋252％だった【林野庁：

2021/11/15】 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/toukei/monthlyreport.htm

l 

 

■Bioenergy EUROPE（ベルギー）、「Statistical Report 2021: 

Pellets」を発行。同レポートは、熱および電気の様々な用途、

また住宅、商業、産業といった様々なセクターに深く関わる木

質ペレットの生産と消費の進化について考察している。全文を

読むには会員登録が必要。12 月 9 日には「Bioenergy Europe's 

2021 Statistical Reports – The Overview」と題した関連イベン

ト（ウェビナー）を開催予定「【Bioenergy EUROPE：2021/11/16】 

https://bioenergyeurope.org/ 

 

■電源開発（株）（東京、以下「J パワー」）、Enviva Partners, LP

社（USA、以下「エンビバ社」）との間で覚書を締結（11 月 16

日）。エンビバ社の製造拠点がある米国から、J パワーが発電事

業を行う日本に向けて大規模（年間最大 500 万ｔを想定）かつ

長期的な木質ペレット燃料の供給を行うことについて、ロジス

ティクス、港湾及び貯蔵設備、発電設備、安全及び防火対策、

持続可能性の各条件を共同で検討する。J パワーは 2030 年の

CO2 排出量について、2017～2019 年度の平均値と比べ 40%削

減する計画を掲げている。木質ペレットを大量調達し石炭火力

発電所で混焼することで、CO2 の排出抑制につなげる狙い。磯

子火力新 1、2 号機（神奈川県横浜市）や橘湾火力 1、2 号機

（徳島県阿南市）等での活用を検討している【電源開発（株）、

https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-global/1699325.html
https://www.rim-intelligence.co.jp/news/news-global/1699325.html
https://www.erex.co.jp/news/pressrelease/1711/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC29DDN0Z21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC29DDN0Z21C21A0000000/
https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/
https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/
https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/
https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/
https://www.rbc.co.jp/news/news_all/%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E9%81%94%E3%81%8C%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E3%82%92%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E3%80%80%E6%B2%96%E7%B8%84%E3%83%BB%E3%81%86%E3%82%8B/
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/toukei/monthlyreport.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/toukei/monthlyreport.html
https://bioenergyeurope.org/
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日本経済新聞：2021/11/17】 

https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/11/news21111

7.html 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC1750E0X11C21A10

00000/ 

 

■伊藤忠商事（株）（東京）、九電みらいエナジー（株）（福岡）

および東急不動産（株）（東京）との 3 社共同出資による事業

運営会社「田原グリーンバイオマス合同会社」（東京）を通じて、

愛知県田原市臨海工業地域内田原4区においてバイオマス発電

所を建設することを決定したと発表。合同会社への出資比率は

伊藤忠商事と九電みらいエナジーが各 40％、東急不動産が

20％。発電所は輸入木質ペレット等を燃料とし、発電容量は 50

ＭＷ、年間発電電力量は約 3 億 4,000 万 kWh/年（一般家庭約

12 万世帯分の年間消費電力に相当）。同事業では、伊藤忠商事

が木質ペレットの長期供給を行い、九電みらいエナジーが建

設・運転ほか技術全般のサポートを担当、東急不動産が再生可

能エネルギー発電事業の運営ノウハウを提供する。施工は東洋

エンジニアリング（株）（千葉）、運転・保守は（株）東京エネ

シス（東京）、国内物流は愛知海運産業（株）（愛知）が行う計

画。発電所の建設および運転に要する資金の一部はプロジェク

トファイナンスにより調達する。着工は 2022 年 11 月、運転

開始は 2025 年 4 月の予定【伊藤忠商事：2021/11/18】 

https://www.itochu.co.jp/ja/news/press/2021/211118.html 

 

■林野図書資料館、木質ペレットの加工工程や、林業や私たち

の生活との関わりを紹介する一枚のイラスト「木質ペレット漫

画」を作成。林野図書資料館では、より多くの人に森林・林業・

木材産業への興味を持ってもらうため、林業や木の文化を紹介

する漫画やイラストを作成し、公開している【林野庁：2021/11

月】 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html#mokushitu 

 

 

 

３．イベント情報（国内）                                               

 

◎：木質ペレット燃料、ストーブ、ボイラの関連イベント 

 

■林業経済学会「林業経済学会 2021 年秋季大会」 

2021 年 12 月 1 日（水）～10 日（金） 

※口頭発表は 12 月 4 日（土）～5 日（日） 

オンライン開催 

http://www.jfes.org/kenkyukai/JFES_2021_Fall/2021_fall.html 

 

■「環境デーなごや」実行委員会「おうちで環境デーなごや

2021 with コロナでエコライフ」 

2021 年 12 月 1 日（水）～2022 年 1 月 6 日（木） 

オンライン等 

http://www.kankyoday.com/chuogyoji/ 

 

 

■CMC リサーチ「微細藻類バイオマス生産法とそれに適した

微細藻類の収集・選抜」 

2021 年 12 月 3 日（金） 

「Zoom」を使ったウェビナー（ライブ配信セミナー） 

https://cmcre.com/archives/86807/ 

 

■大分県日田市「第 12 回日田の木と暮らしのフェア」 

2021 年 12 月 5 日（日） 

パトリア日田、中央公園（大分県日田市） 

https://www.city.hita.oita.jp/soshiki/norinshinkobu/ringyoshinkok

a/ringyoshinko/sangyo/ringyo/12946.html 

 

■国立研究開発法人産業技術総合研究所北海道センター「産

総研北海道センターシンポジウム in 札幌 分散型地域エネル

ギーの最新動向と地産地消・普及に向けた研究開発」 

2021 年 12 月 7 日（火） 

オンライン配信 

https://www.aist.go.jp/hokkaido/ja/event/Symposium_Sapporo.

html 

 

※本メールニュースに掲載のイベントは情報として

紹介しているもので、参加を推奨するものではあり

ません。 

※新型コロナウイルスの影響により、イベント、展

示会で急遽中止や延期を決定される場合がありま

す。開催の有無については各ウェブサイト等で最新

情報を確認するようにしてください。 

 

※OSR：バイオマス・再可エネ等の専門情報誌 
「オンサイト・レポート」の略 

 

https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/11/news211117.html
https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/11/news211117.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC1750E0X11C21A1000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC1750E0X11C21A1000000/
https://www.itochu.co.jp/ja/news/press/2021/211118.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html#mokushitu
http://www.jfes.org/kenkyukai/JFES_2021_Fall/2021_fall.html
http://www.kankyoday.com/chuogyoji/
https://cmcre.com/archives/86807/
https://www.city.hita.oita.jp/soshiki/norinshinkobu/ringyoshinkoka/ringyoshinko/sangyo/ringyo/12946.html
https://www.city.hita.oita.jp/soshiki/norinshinkobu/ringyoshinkoka/ringyoshinko/sangyo/ringyo/12946.html
https://www.aist.go.jp/hokkaido/ja/event/Symposium_Sapporo.html
https://www.aist.go.jp/hokkaido/ja/event/Symposium_Sapporo.html
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■（一社）サステナブル経営推進機構、他「第 23 回エコプロ

2021」 

2021 年 12 月 8 日（水）～10 日（金） 

東京ビッグサイト東ホール（東京都江東区） 

※エコプロ Online（オンライン展示会）：11 月 25 日（木）～

12 月 17 日（金） 

https://eco-pro.com/eco2021/ 

 

■（一社）日本経営士会「国立環境研究所 江守正多氏

（IPCC 第 5 次、第 6 次評価報告書主執筆者）のご講演」 

2021 年 12 月 9 日（木） 

Zoom にて 

https://www.compact-eco.com/ 

 

■NPO 法人九州森林ネットワーク「第 26 回九州森林フォーラ

ム in 大分県日田市～九州における小規模林業の役割と課題」 

2021 年 12 月 10 日（金）～11 日（土）※11 日は現地見学会 

日田市民文化会館「パトリア日田」（大分県日田市） 

https://q-fn.org/fevent/20211210.html 

 

■山梨大学地域人材養成センター「地域貢献公開シンポジウ

ム『やまなしの森の活かし方～自然資源の活用と地域の発展

を考える～』」 

2021 年 12 月 12 日（日） 

山梨大学甲府キャンパス A2-21 教室 ※会場と Zoom の同時開

催 

https://www.yamanashi.ac.jp/34326 

 

■認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉「第３回

SDGs エコフォーラム in 埼玉 

～つながろう 広がろう 世代を超えて エコの環～」 

2021 年 12 月 12 日（日） 

ソニックシティビル（埼玉県さいたま市）＆オンライン 

https://www.kannet-sai.org/about/activities/2021/1212.html 

 

■（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）「【IGES / GISPRI 共

催】COP26 報告シンポジウム」 

2021 年 12 月 15 日（水） 

オンライン 

https://www.iges.or.jp/jp/events/20211215 

■（特非）日本環境倶楽部 “25 周年記念事業（その 2）”ゼ

ロカーボン達成研究セミナー第 3 回 

「国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議（COP26）の結果

について」 

2021 年 12 月 17 日（金） 

ZOOM によるリモート形式 

https://www.kankyouclub.or.jp/event/2112-1.html 

 

■国際緑化推進センター（JIFPRO）「厳しい環境下での 植林

技術の開発－カーボンニュートラルに向けた 5 年間の取り組

み－」 

2021 年 12 月 17 日（金） 

オンラインセミナー（Zoom ウェビナー） 

https://jifpro.or.jp/infomation/10434/ 

 

■（株）JPI「脱炭素社会実現に向けて公共建築から民間建築

物にも対象を拡大 林野庁:『建築物木材利用促進法』と『ウ

ッド・チェンジ』に向けた取組み」 

2021 年 12 月 20 日（月） 

Zoom にてライブ配信 

https://www.jpi.co.jp/seminar/15794 

 

■NPO 法人バイオマス産業社会ネットワーク第 201 回研究会

「辻製油の産業用木質バイオマス熱利用の事例（仮題）」 

2021 年 12 月 21 日（火） 

オンライン開催 

https://www.npobin.net/activity/seminar.html#201 

 

■（一社）日本エネルギー学会バイオマス部会「第 17 回バイ

オマス科学会議」 

2022 年 1 月 19 日(水)～20 日（木） 

オンライン開催 

https://www.jie.or.jp/publics/index/810/ 

 

■日本エネルギー学会バイオマス部会「第 9 回アジアバイオ

マス科学会議」 

2022 年 1 月 21 日（金） 

オンライン会議（Zoom） 

https://www.jie.or.jp/publics/index/805/ 

 

https://eco-pro.com/eco2021/
https://www.compact-eco.com/
https://q-fn.org/fevent/20211210.html
https://www.yamanashi.ac.jp/34326
https://www.kannet-sai.org/about/activities/2021/1212.html
https://www.iges.or.jp/jp/events/20211215
https://www.kankyouclub.or.jp/event/2112-1.html
https://jifpro.or.jp/infomation/10434/
https://www.jpi.co.jp/seminar/15794
https://www.npobin.net/activity/seminar.html#201
https://www.jie.or.jp/publics/index/810/
https://www.jie.or.jp/publics/index/805/
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■NPO 法人農都会議「森林環境譲与税の利用状況、今後の森

林整備にどう活かす？ ～50 年・100 年先を見据えた森林環

境譲与税の活用に向けて」オンライン勉強会 

2022 年 1 月 24 日（月） 

オンライン開催（Zoom 利用） 

https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/358 

 

■再生可能エネルギー協議会「第 16 回再生可能エネルギー世

界展示会&フォーラム」 

2022 年 1 月 26 日（水）～28 日（金） 

東京ビッグサイト東 4・5 ホール＆会議棟（東京都江東区） 

https://www.low-cf.jp/east/index.html 

 

■（一財）省エネルギーセンター「ENEX2022 第 46 回地球環

境とエネルギーの調和展」 

2022 年 1 月 26 日（水）～28 日（金） 

東京ビッグサイト東 4・5 ホール＆会議棟（東京都江東区） 

https://www.low-cf.jp/east/index.html 

 

■JTB コミュニケーションデザイン「DER Microgrid Japan 

2022」 

2022 年 1 月 26 日（水）～28 日（金） 

東京ビッグサイト東 4・5 ホール＆会議棟（東京都江東区） 

https://www.low-cf.jp/east/index.html 

 

◎RX Japan（株）スマートエネルギーWeek 内「バイオマス

展」【春展】 

2022 年 3 月 16 日（水）～18 日（金） 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

■（一社）日本森林学会「第 133 回日本森林学会大会」 

2022 年 3 月 27 日（日）～29 日（火） 

オンライン開催（公開シンポジウムは山形市で開催） 

https://www.forestry.jp/ 

◎12th Annual Biomass Pellets Trade & Power 

2022 年 5 月 16 日（月）～19 日（木） 

東京 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220504& 

 

■日報ビジネス（株）「第 31 回 2022NEW 環境展」、「第 14 回

2022 地球温暖化防止展」 

2022 年 5 月 25 日（水）～27 日（金） 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.n-expo.jp/ 

 

◎RX Japan（株）スマートエネルギーWeek 内「バイオマス

展」【秋展】 

2022 年 8 月 31 日(水)～9 月 2 日(金) 

幕張メッセ（千葉県千葉市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

■産経新聞社「FORESTRISE 2022（第３回次世代森林産業

展）」 

2022 年 9 月 14 日（水）～16 日（金） 

東京ビッグサイト西展示棟アトリウム（東京都江東区） 

http://www.forestrise.jp/2022/ 

 

◎バイオマスエキスポ事務局「バイオマスエキスポ 2022 森

林産業『バイオマスエネルギーで加速する森林からの産業革

命 2.0』」 

2022 年 9 月 14 日（水）～16 日（金） 

東京ビッグサイト西展示棟アトリウム（東京都江東区） 

https://www.biomassexpo.info/expo/ 

 

◎RX Japan（株）スマートエネルギーWeek 内「バイオマス

展」【関西展】 

2022 年 11 月 16 日（水）～18 日（金） 

インテックス大阪（大阪府大阪市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

４．イベント情報（海外）                                               

 

■IEA Bioenergy Triannual Online Conference 2021“Bioenergy –

A critical part of the path to carbon neutrality” 

2021 年 11 月 29 日（月）～12 月 9 日（木） 

オンライン 

https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/358
https://www.low-cf.jp/east/index.html
https://www.low-cf.jp/east/index.html
https://www.low-cf.jp/east/index.html
https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html
https://www.forestry.jp/
https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220504&
https://www.n-expo.jp/
https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html
http://www.forestrise.jp/2022/
https://www.biomassexpo.info/expo/
https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html
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https://www.ieabioenergyconference2021.org/ 

 

■WOODEX 

2021 年 11 月 30 日（火）～12 月 3 日（金） 

モスクワ（ロシア） 

https://woodexpo.ru/Home 

 

■BBE Seminar on Sustainability of Wood Energy 

2021 年 12 月 7 日（火） 

オンライン 

https://bioenergyeurope.org/events/11-events/281-1-

fachseminar-nachhaltigkeit-der-holzenergie.html 

 

■ BIOGAS Convention &Trade Fair 

2021 年 12 月 7 日（火）～9 日（木） 

ニュルンベルク（ドイツ） 

https://www.biogas-convention.com/en/ 

 

◎Bioenergy Europe's 2021 Statistical Reports – The Overview 

2021 年 12 月 9 日（木） 

オンライン 

https://bioenergyeurope.org/events/11-events/284-

bioenergy-europe-s-2021-statistical-reports-the-

overview.html 

 

■6th Biogas and Biomethane Congress 2021 

2021 年 12 月⒔日（月）～14 日（火） 

ラバ・マゾビエツカ（ポーランド） 

https://magazynbiomasa.pl/kongres-biogazu/?lang=en 

 

◎Fuels of the Future 2022 

2022 年 1 月 24 日（月）～28 日（金） 

オンライン 

https://www.fuels-of-the-

future.com/en/programme/programme-overview 

 

■bio360 

2022 年 1 月 26 日（水）～27 日（木） 

ナンテ（フランス） 

https://www.bio-360.com/en/ 

■Lignofuels 2022 in Helsinki 

2022 年 2 月 2 日（水）～3 日（木） 

ヘルシンキ（フィンランド） 

https://www.wplgroup.com/aci/event/lignocellulosic-fuel-

conference-europe/ 

 

■World Sustainable Energy Days 

2022 年 3 月 2 日（水）～4 日（金） 

ヴェルス（オーストリア） 

https://www.wsed.at/european-pellet-conference 

 

◎European Pellet Conference 2022 

2022 年 3 月 2 日（水）～3 日（木） 

ヴェルス（オーストリア） 

https://www.wsed.at/european-pellet-conference 

 

◎6th Biomass Trade & Power Europe 

2022 年 3 月 2 日（水）～3 日（木） 

コペンハーゲン（デンマーク）/バーチャル 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220302& 

 

■15h Annual International Biomass Conference & Expo 

2022 年 3 月 14 日（月）～16 日（水） 

フロリダ州ジャクソンビル（USA） 

http://www.biomassconference.com/ema/DisplayPage.aspx?pag

eId=Home 

 

◎The International Biomass Congress & Expo 

2022 年 3 月 15 日（火）～16 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.bioenergy-

news.com/conference/biomass/biomass_index_2022.php 

 

■The International Biogas Congress & Expo 

2022 年 3 月 15 日（火）～16 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.bioenergy-

news.com/conference/biogas/biogas_index_2022.php 

 

 

https://www.ieabioenergyconference2021.org/
https://woodexpo.ru/Home
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/281-1-fachseminar-nachhaltigkeit-der-holzenergie.html
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/281-1-fachseminar-nachhaltigkeit-der-holzenergie.html
https://www.biogas-convention.com/en/
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/284-bioenergy-europe-s-2021-statistical-reports-the-overview.html
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/284-bioenergy-europe-s-2021-statistical-reports-the-overview.html
https://bioenergyeurope.org/events/11-events/284-bioenergy-europe-s-2021-statistical-reports-the-overview.html
https://magazynbiomasa.pl/kongres-biogazu/?lang=en
https://www.fuels-of-the-future.com/en/programme/programme-overview
https://www.fuels-of-the-future.com/en/programme/programme-overview
https://www.bio-360.com/en/
https://www.wplgroup.com/aci/event/lignocellulosic-fuel-conference-europe/
https://www.wplgroup.com/aci/event/lignocellulosic-fuel-conference-europe/
https://www.wsed.at/european-pellet-conference
https://www.wsed.at/european-pellet-conference
https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=220302&
http://www.biomassconference.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
http://www.biomassconference.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
https://www.bioenergy-news.com/conference/biomass/biomass_index_2022.php
https://www.bioenergy-news.com/conference/biomass/biomass_index_2022.php
https://www.bioenergy-news.com/conference/biogas/biogas_index_2022.php
https://www.bioenergy-news.com/conference/biogas/biogas_index_2022.php
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◎The 13th Biofuels International Conference & Expo 

2022 年 3 月 15 日（火）～16 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.biofuels-

news.com/conference/biofuels/biofuels_index_2022.php 

 

■Bio360 Week 

2022 年 3 月 22 日（火）～26 日（土） 

バーチャルイベント 

https://public.message-

business.com/emailing/25115/1807/r16azizyvpmpvfhjfzagfbiig

jjzyzsehhe/emailing.aspx?utm_campaign=Bio360+6&utm_medium

=Emailing&utm_source=Sendethic 

 

◎FORST Live 

2022 年 4 月 8 日（金）～10 日（日） 

オッフェンブルク（ドイツ） 

https://www.forst-live.de/en 

 

■2022 Value of Biogas East Conference 

2022 年 4 月 12 日（火）～13 日（水） 

オンタリオ州トロント（カナダ） 

https://biogasassociation.ca/vob2022/page/vobeast2022 

 

■30th European Biomass Conference & Exhibition  

2021 年 5 月 9 日（月）～12 日（木） 

マルセイユ（フランス）＆オンライン 

https://www.eubce.com/ 

 

■Carrefour International du Bois 

2022 年 6 月 1 日（水）～3 日（金） 

ナンテ（フランス） 

https://www.timbershow.com/en/ 

■Elmia Wood 2022 

2022 年 6 月 2 日（木）～4 日（土） 

ヴァガリード（スウェーデン） 

https://www.elmia.se/en/wood/ 

 

■Carbon Capture & Storage Summit 

2022 年 6 月 13 日（月） 

ミネソタ州ミネアポリス（USA） 

http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=

Carbon_Capture___Storage_Summit 

 

■2022 International Fuel Ethanol Workshop & Expo 

2022 年 6 月 13 日（月）～15 日（水） 

ミネソタ州ミネアポリス（USA） 

http://www.fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pa

geId=Home 

 

■Biodiesel & Renewable Diesel Summit 

2022 年 6 月 13 日（月）～15 日（水） 

ミネソタ州ミネアポリス（USA） 

http://2022.fuelethanolworkshop.com/Biodiesel.html 

 

■16th International Conference BIOMASS for ENERGY  

2022 年 9 月 

キエフ（ウクライナ） 

https://uabioconf.org/en/ 

 

■Progress in Biomethane-Mobility  

2022 年 10 月 11 日（火）～⒔日（木） 

シュウェービッシュ＝ハル（ドイツ） 

https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-

mobility/ 

５．公募等情報（締切順）                                               

 

■（独）環境再生保全機構「地球環境基金 助成金募集のご案

内」 

受付 2021 年 11 月 11 日（木）～12 月 2 日（木） 

https://www.erca.go.jp/jfge/subsidy/application/index.html 

■農水省「木質ペレット燃料の日本農林規格案についての意

見・情報の募集について」（パブリックコメントの募集） 

受付 2021 年 11 月 9 日（火）～12 月 8 日（水） 

https://public-comment.e-

https://www.biofuels-news.com/conference/biofuels/biofuels_index_2022.php
https://www.biofuels-news.com/conference/biofuels/biofuels_index_2022.php
https://public.message-business.com/emailing/25115/1807/r16azizyvpmpvfhjfzagfbiigjjzyzsehhe/emailing.aspx?utm_campaign=Bio360+6&utm_medium=Emailing&utm_source=Sendethic
https://public.message-business.com/emailing/25115/1807/r16azizyvpmpvfhjfzagfbiigjjzyzsehhe/emailing.aspx?utm_campaign=Bio360+6&utm_medium=Emailing&utm_source=Sendethic
https://public.message-business.com/emailing/25115/1807/r16azizyvpmpvfhjfzagfbiigjjzyzsehhe/emailing.aspx?utm_campaign=Bio360+6&utm_medium=Emailing&utm_source=Sendethic
https://public.message-business.com/emailing/25115/1807/r16azizyvpmpvfhjfzagfbiigjjzyzsehhe/emailing.aspx?utm_campaign=Bio360+6&utm_medium=Emailing&utm_source=Sendethic
https://www.forst-live.de/en
https://biogasassociation.ca/vob2022/page/vobeast2022
https://www.eubce.com/
https://www.timbershow.com/en/
https://www.elmia.se/en/wood/
http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Carbon_Capture___Storage_Summit
http://fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Carbon_Capture___Storage_Summit
http://www.fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
http://www.fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pageId=Home
http://2022.fuelethanolworkshop.com/Biodiesel.html
https://uabioconf.org/en/
https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-mobility/
https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biomethane-mobility/
https://www.erca.go.jp/jfge/subsidy/application/index.html
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=550003400&Mode=0
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gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=550

003400&Mode=0 

 

■埼玉県「【令和 3 年度】埼玉県分散型エネルギー利活用設備

整備費補助金」 

公募期間 2021 年 5 月 17 日（月）～12 月 17 日（金） 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0503/bunnsanngata-hozyo.html 

 

■（公財）ひょうご環境創造協会「令和 3 年度中小事業者省エ

ネ設備等導入支援事業補助金」 

募集期間 2021 年 5 月 10 日（月）～12 月 24 日（金） 

http://www.eco-hyogo.jp/global-warming/tyuushou2021/ 

 

■（公財）自然保護助成基金「第 7 期（2022 年度）協力型助

成 国際 NGO 助成募集」 

募集期間 2021 年 10 月 1 日（金）～2022 年 1 月 5 日（水） 

https://www.pronaturajapan.com/foundation/teikei/teikei_categ

ory.html 

 

■（一財）環境イノベーション情報機構「令和 3 年度二酸化炭

素排出抑制対策事業費等補助金（地域レジリエンス・脱炭素化

を同時実現する避難施設等への自立・分散型エネルギー設備等

導入推進事業）の補助事業者の公募（五次公募）」 

公募期間 2021 年 11 月 29 日（月）～2022 年 1 月 28 日（金） 

https://www.eic.or.jp/eic/topics/2021/resi/010/ 

 

■静岡県浜松市「浜松市木質バイオマス設備導入支援事業費補

助金」 

受付期間 2021 年 4 月 15 日（木）～2022 年 1 月 31 日（月） 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shin-

ene/new_ene/mokushitsuhojokin.html 

 

■東京都地球温暖化防止活動推進センター「地産地消型再エネ

増強プロジェクト」 

受付期間 2021 年 4 月 1 日（木）～2022 年 3 月 31 日（木） 

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/chisan-zokyo 

 

■東京都「地方卸売市場省エネルギー等対応施設整備補助金」 

受付期間 2017 年 4 月 1 日（土）～ 2022 年 3 月 31 日（木） 

https://www.shijou.metro.tokyo.lg.jp/jouhoukoukai-

portal/pdf/jiritsu/hojo/g3-3.pdf 

 

■農水省「農林漁業者とバイオ燃料製造業者の連携によるバイ

オ燃料製造支援」 

適用期限 ～ 2022 年 3 月 31 日（木） 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/ 

 

■東京都「東京都区市町村との連携による地域環境力活性化事

業」 

事業期間 2014 年度～2023 年度

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/policy_others/municipal_suppo

rt/current.html 

 

■静岡県富士市「令和 3 年度中小企業者温暖化対策事業費補助

金」 

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/kurashi/c0903/rn2ola000000c

n7d.html 

 

■高知県「高知県木質資源利用促進事業費補助金」 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030501/2019022200068.

html 

 

■高知県「再生可能エネルギー利活用事業費補助金」 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/610301/2015060100117.h

tml 

 

■高知県香南市「香南市燃料タンク対策事業費補助金」 

http://www.city.kochi-

konan.lg.jp/reiki_int/reiki_honbun/r254RG00001291.html 

 

■高知県仁淀川町「仁淀川町再生可能エネルギー利活用事業費

補助金」 

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r191RG00

000129.html#e000000030 

 

■北海道「林業 ･木材産業改善資金」 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/kaizennshikinn.pdf 

 

■栃木県「栃木県環境保全資金（省エネ設備等の導入）」 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/eco/kankyou/ondanka/syoue

https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=550003400&Mode=0
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=550003400&Mode=0
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0503/bunnsanngata-hozyo.html
http://www.eco-hyogo.jp/global-warming/tyuushou2021/
https://www.pronaturajapan.com/foundation/teikei/teikei_category.html
https://www.pronaturajapan.com/foundation/teikei/teikei_category.html
https://www.eic.or.jp/eic/topics/2021/resi/010/
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shin-ene/new_ene/mokushitsuhojokin.html
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shin-ene/new_ene/mokushitsuhojokin.html
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/chisan-zokyo
https://www.shijou.metro.tokyo.lg.jp/jouhoukoukai-portal/pdf/jiritsu/hojo/g3-3.pdf
https://www.shijou.metro.tokyo.lg.jp/jouhoukoukai-portal/pdf/jiritsu/hojo/g3-3.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/bio/nenryoho/
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/policy_others/municipal_support/current.html
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/policy_others/municipal_support/current.html
https://www.city.fuji.shizuoka.jp/kurashi/c0903/rn2ola000000cn7d.html
https://www.city.fuji.shizuoka.jp/kurashi/c0903/rn2ola000000cn7d.html
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https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030501/2019022200068.html
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/610301/2015060100117.html
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/610301/2015060100117.html
http://www.city.kochi-konan.lg.jp/reiki_int/reiki_honbun/r254RG00001291.html
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ne-setubi-yuusi.html 

※融資制度 

 

■徳島県「自然エネルギー立県とくしま推進資金貸付制度」 

https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kurashi/shizen

/5007685/ 

※融資制度 

 

■奈良県「新エネルギー等対策資金」 

http://www.pref.nara.jp/23346.htm 

※融資制度 

 

■（公財）日本環境協会「令和２年度環境配慮型融資促進利子

補給事業」 

https://www.jeas.or.jp/activ/prom_24_00.html 

※融資制度 

 

■横浜市「よこはまプラス資金（環境・エネルギー対策）」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-

koen-gesui/plus/hozenshikin.html 

※融資制度 

 

■千葉県「環境保全資金（制度全般事業認定）」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/chikyuukankyou/ne/shien-

jigyousha.html 

 

■千葉県市原市「市原市企業立地促進条例」 

http://www.city.ichihara.chiba.jp/kanko/0205sangyou/kigyouritt

igaido.html 

  

■千葉県南房総市「南房総市施設園芸用木質バイオマス暖房機

設置費等補助金」 

https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000007149.html 

 

■（独）農林漁業信用基金「災害で被災された方の支援につい

て（新型コロナウイルス感染症による影響を含む）」 

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/shien/index.html 

 

■NEDO「木質バイオマス燃料等の安定的・効率的な供給・利用

システム構築支援 

事業」に係る第 2 回公募について（予告）  

公募期間（予定） 2021 年 11 月下旬～約 1 カ月間 

https://www.nedo.go.jp/koubo/FF1_100340.html 

 

■NEDO「『新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術

研究開発事業』の公募対象となる再生可能エネルギー等の研究

開発動向に関する調査業務」に係る公募について（予告） 

公募予定 2021 年 12 月上旬～ 

https://www.nedo.go.jp/koubo/CA1_100338.html 
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